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 １学期終業式 校長式辞  
４月５日からスタートした令和６年度。７５日間の登校日でした 

が、多くの成果を残した１学期だったと思います。 
 コロナ禍で規模縮小していた応援歌練習を今年度は以前のやり方 
に戻し、応援団リーダーを中心とした統制の取れた応援活動が福中 
の伝統復活を印象付けました。 
 体育的行事における成果として体育祭の成功が挙げられます。学 
級そして各組団が団結し、互いに競い合う中で、学年・性別に関係 
なく協力することの素晴らしさ、相手と共に高め合い認め讃え合う 
協働の精神、全校が心を合わせて一つのものを作り上げる感動など 
たくさんのことを学びました。さすが福中、さすが福中生。 
 また、中総体など部活動における活躍も大いに目を見張るものがありました。全国大会の扉を開けた部の活躍を
はじめ、多くの生徒が目標の実現に向かって努力を積み重ね、最後まであきらめずに挑み続けました。３年間苦楽
を共にした３年生にとっては、かけがえのない仲間とかけがえのない思い出をつくることができたと思います。 
 文化面では、岩手の音楽界の重鎮である太田代政男先生から各学年ごとに指導をいただき、三大文化の一つであ
る合唱文化の一層の高まりを感じるようになりました。三葉祭に向けての取組が今から楽しみです。 
 このように、多くの成果を上げてきた１学期ですが、課題がないわけではありません。 
 皆さんに以前お話しした生徒会のレベルについて覚えているでしょうか。 
 行事を成功させるのは中級。自らの力で生活レベルを高めていくのが上級。最上級は、自らの力で授業や学力を 
高めていくのが最上級。現在、福岡中学校生徒会は、どのレベルにあるのでしょう。 
 生活面では、みんなが安心して生活できる環境。落ち着いて生活できる整った環境と言えるでしょうか。いじめ
や冷やかし等があると安心した生活はできません。また、靴を揃える、すみずみまで掃除するなど、そうじや整理
整頓の意識が大切です。大谷選手、雄星選手にならって学校でも家庭でも意識してやってみましょう。 
 学習面では、通知表にそれぞれの成果が表れたでしょうか。先生方には、みなさんが主体的に課題の解決に向け
て取り組む授業づくりをお願いしています。授業の規律を大事にしながら、自分の中で生まれた疑問や問いを大事
にし、粘り強く考え、ほかの人と交流することで、思考力・判断力・表現力が高まります。夏休みは、得意教科と
課題教科にそれぞれどう取り組むか、自主的・計画的な学習の取組を期待します。 
 最後に、夏休みに期待することを述べて終わります。みなさんの夏休みの目標もしくはテーマは何ですか。何か
心に決めて２５日を過ごしましょう。校長先生はオリンピック日本代表選手とともに戦い、家族との絆を深める夏
休みにしたいと思います。それでは、皆さんが素敵な夏休みを過ごし、始業式で成長した姿を見せてくれることを
期待し、校長式辞を終わります。 

自分を讃え！更なる飛躍を目指そう‼ 
～１学期を振り返って成果と課題～ 

 

７月全校朝会 校長講話＜一部抜粋＞ なぜ大谷選手と菊池雄星選手は愛されるのか？ 

   

 

  

大谷選手になれというの
ではありません。２人の取
組を参考にしてみましょ
う。将来、皆さんの夢の実
現を周りの人が支え応援
してくれると思います。 



  

 

 

 

 

  県大会を突破した選手しか進むことのできない全国・東北の舞台に、本校から野球部・柔道部（男子個 

人）・剣道部（女子団体）・水泳部（女子リレー，男女個人）が挑みます。出場選手および会期等は、以下 

の通りです。福中生の誇りを胸に、岩手の代表として頑張ってきてください。 

 野球部    田中朝陽・佐藤康敬・大鳥稜太郎・中村星七・泉山泰輝・竹田大翔・古舘陽介 

        坂田仁・相馬尊人・荒谷陸生・新田徳羽・田口蓮翔・内田龍星・七戸藍斗 

        菅原玲弥・佐々木心音・福田幸太朗・山井愛寿 

         第41回全日本少年軟式野球大会・ENEOSトーナメント 神奈川県横浜市 

 横浜スタジアム8月12日 近畿代表 門真ビックドリームス  決勝15日 

柔道部    ＜男子60㎏級＞ 田村曖斗 

       令和６年度全国中学校体育大会・第55回全国中学校柔道大会 長野県佐久市 

       長野県立武道館 主道場 ８月23日 

         令和６年度東北中学校体育大会・第47回東北中学校柔道大会 福島県いわき市 

         いわき市立総合体育館 ８月６日 

剣道部女子  工藤蒼彩、平泉舞、五日市詩音、齋藤虹琴、吉澤夏月、穴牛和、田中珂帆 

令和６年度東北中学校体育大会・第48回東北中学校剣道大会 青森県弘前市 

青森県武道館 ８月９日 団体戦予選リーグ 

  水泳部    <女子50m 自由形>  紫葉風花      <女子100m 自由形> 紫葉風花・泉山有夏 

         <女子200m 自由形>  松田麗依    <女子100m 平泳ぎ>  菅原帆乃 

<女子200m 平泳ぎ>  菅原帆乃    <女子200m バタフライ> 泉山有夏 

<男子 400m 個人メドレー>    工藤颯志 

<女子4×100mメドレーリレー>  駒木花・菅原帆乃・泉山有夏・紫葉風花 

          <女子4×100mフリーリレー>    泉山有夏・松田麗依・菅原帆乃・紫葉風花 

                  令和６年度東北中学校体育大会・第56回東北中学校水泳大会 山形県山形市 

         山形市総合スポーツセンター屋外プール 8月９日～11日 
   

 
 
 
 
 

７月２日に開催した「大人に学ぶキャリア講演会」は、地元で活躍する企業等から講師を派遣していただき、 
 実りの多い講演会になりました。生徒の感想を読んでみると、心に響いた言葉や教え等がたくさん綴られてい 

て、これからの参考になるものばかりでした。講師の皆様に感謝しつつ、それらの教えを紹介します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 生徒の皆さんはどんな未来を思い描いたでしょう。そして、今をどのように過ごしているでしょうか。素敵 
な教えや言葉をたくさんいただきました。それぞれに感じたことを、今後の生活に生かしていきましょう。 

 全国・東北の猛者たちに挑む 

～夢の舞台での活躍を願う～ 

 どんな未来を思い描きどんな今を過ごす 
「大人に学ぶキャリア講演会」の感想から 

やればできる やればベスト！ 

自分の好きなことを仕事に 起業 

夢や目標は一つだけじゃなくてもよい 

学生時代に頑張ったことは将来役に立つ 

社会に役に立つ武器 資格と経験 

会社は選べても一緒に働く人は選べない 

幸せは 自分の心が決める 

いろいろなことにトライ チャレンジ 

粘り強く考える センスを磨く 

悩んだら聞く 自分の行動は自分で決める 

主体的に取り組む 責任感を持つ 自分で判断 

日本一 二戸を元気に 二戸の良いところを探す 

あいさつ 返事 感謝 ごめんなさい 協調性  

臨機応変 メンタル強い 資格 試験  

自分の考えを発表する 自分の機嫌は自分でとる 

いろいろな価値観に触れる 話をかみ砕いて考える 

頼まれごとは最優先 自分の目で見て耳で聞く 

しんどさの中にも楽しさ 責任と覚悟 想像力 


